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はじめに   ～描こう！なごやの未来地図～  

  

○実行委員長あいさつ                                   

40 周年記念行事実行委員長   村上   欽哉  

	 

	 おかげさまで名建協も設立より４０年を迎えることができました。	 

	 節目に当たり、先日オアシス２１で市民参加型の公開イベントを行うこととし、『名

古屋の建設業者の実力・重要性・未来を楽しさいっぱいに表現する 1 日！』をコンセプ

トに、ご来場いただいた方に喜んでいただけるよう準備を重ねて参りました。	 

	 イベント当日には 2 万人余りの多くのご来場者にお越しいただき、大成功のうちに幕

を閉じることができました。みなさま笑顔で楽しんでいただけたと感じております。	 

	 今回のイベントにあたり、私自身『感謝』の 2 文字しか思い浮かびません。	 

河村市長を筆頭に全面協力をいただいた名古屋市さまに感謝いたします。	 

ご協力いただいた各団体の皆様に感謝いたします。	 

	 イベントを支えていただいた名建協の皆さん、特にイベント実現に向けて多大な時間

をいただいた実行委員の皆さんに感謝いたします。	 

	 そして、このイベントにご来場いただいた方々も含め、日ごろ我々名建協の大切なパ

ートナーである市民の皆様に心より感謝いたします。	 

	 我々名建協会員は、今回のイベントを通して、市民とのつながり、また建設業の誇り

を再認識することができました。今後も『名古屋の街の未来は我々が創っていく！』と

いう強い気概を持って、貢献して参ります。	 

	 皆様におかれましては、今後も名建協の活動に対して温かいご支援を賜りますよう、

心よりお願い申し上げます。	 

  

  

○開催の経緯  

   10 年前の協会設立 30周年記念行事で汗を流した若手メンバーがその時の貴重な経験

を活かして今回の周年行事では中心的な役割を果たしました。	 

	 まず、2015 年(平成 27 年)12 月に実行委員長として村上欽哉さんが選ばれ、その後、

委員長の呼び掛けで実行委員会メンバーの募集が行なわれて最終的に次表の顔ぶれが

揃いました。	 

	 メンバーは 2016 年(平成 28 年)8 月以降、たび重なる委員会を開いて行事日時・場所・

テーマ・具体的内容などを煮詰めていきました。その過程で、当初は 2017 年(平成 29

年)6 月に予定した行事を東海ラジオ放送のイベント前日の同年 9月 16 日(土)に開催す

ることを決定し、会場設営や催事内容面などで多大な恩恵を受けることができました。	 

加えて名古屋市各局・関係諸団体には出展・後援により開催にご協力いただきました。	 
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○実行委員・関係者名簿(敬称略)   このほか多くの理事・会員各位にお世話になりました。	 

名古屋建設業協会	 会長	 高山	 進	 ブース	 飯田章	 総務部門長	 服部晋明	 

実行委員長   村上欽哉	 ブース	 伊藤直美	 総務	 江口洋一	 

顧問	 川中喜雄	 ブース	 加藤浩俊	 総務	 加藤伸紀	 

顧問	 山田厚志	 ブース	 木全健夫	 総務	 兼岩	 孝	 

ステージ部門長	 杉本憲昭	 ブース	 木村	 昭	 総務	 神野晋也	 

ステージ	 岩本正人	 ブース	 小嶋寿哉	 総務	 長谷川聖記	 

ステージ	 内田	 聡	 ブース	 小山	 了	 総務	 松山茂浩	 

ステージ	 大矢金太郎	 ブース	 佐野忠雄	 総務	 毛利尚弘	 

ステージ	 正田要一	 ブース	 関谷友夫	 	 	 

ステージ	 水谷	 淳	 ブース	 高橋浩成	 名建協専務理事	 中町好一	 

ステージ	 三輪幹夫	 ブース	 恒川正善	 	 	 

フロアアトラクション部門長	 大島健資	 ブース	 中野和男	 レスキュー	 

ストックヤード	 

林	 大地	 

フロアアトラクション	 新井	 康司	 ブース	 難波陽一	 田中春名	 

フロアアトラクション	 伊勢匡良	 ブース	 丹羽竹虎	 桜田商事㈱	 山本暁男	 

フロアアトラクション	 今枝優也	 ブース	 野澤	 均	 桜田商事㈱	 佐藤正寿	 

フロアアトラクション	 岩間紀久裕	 ブース	 野中賢輔	 桜田商事㈱	 小林宏史	 

フロアアトラクション	 岡村直樹	 ブース	 林	 雅彦	 桜田商事㈱	 藤澤真太郎	 

フロアアトラクション	 加古川克彦	 ブース	 早瀬良次	 	 	 

フロアアトラクション	 川寺祐介	 ブース	 東	 幸起	 東海ラジオ放送	 須田宗史	 

フロアアトラクション	 栗林	 凱	 ブース	 三間健次	 東海ラジオ放送	 南部広樹	 

フロアアトラクション	 後藤	 幸	 ブース	 宮田聖人	 東海ラジオ放送	 林	 俊文	 

フロアアトラクション	 斉藤篤史	 ブース	 吉田典弘	 東海ラジオ放送	 深谷里奈	 

フロアアトラクション	 鈴木憲幸	 ブース	 安井博昭	 

フロアアトラクション	 西尾友寛	 ブース	 横井靖嗣	 

フロアアトラクション	 西岡茂孝	 ブース	 渡邊	 修	 

フロアアトラクション	 日比博史	 ゴヂカラマン	 藤井琢大	 

フロアアトラクション	 前岡真美	 ゴヂカラマン	 浅田	 学	 

フロアアトラクション	 松川和義	 ゴヂカラマン	 大石賢司	 

フロアアトラクション	 三浦晴菜	 ゴヂカラマン	 田中春人	 

フロアアトラクション	 三浦龍一	 ゴヂカラマン	 恒川善光	 

フロアアトラクション	 村瀬	 舞	 Ｗウェアモデル	 明石直哉	 

ブース部門長	 近藤	 正	 Ｗウェアモデル	 小椋由紀彦	 

ブース	 青木朋弘	 Ｗウェアモデル	 中川大悟	 

ブース	 阿部啓一	 Ｗウェアモデル	 水元大樹	 
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行事チラシ表面  
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行事チラシ裏面  
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当日の様子  

	 行事当日は折からの台風 18 号の襲来を前に終日雨模様でしたが、屋根のある半屋外

の会場であったことが幸いして多くの来場者で大いに賑わい、協会関係者一同、大きな

安堵感と達成感を共有しました。	 

	 開催に当たってはご協力いただいた名古屋市、「環境デーなごや」実行委員会、東海

ラジオ放送株式会社の皆さんはじめ、ご後援・ご出展各位に大変お世話になりました。	 

甚だ略儀で申し訳ありませんが、改めて心から感謝申し上げます。	 

	 そしてご来場いただいた多くの皆さんにも日頃からのご支援と合わせて深く感謝申

し上げます。ありがとうございました。	 

  

○ステージ活動  

	 午前 9 時からの開会式では、この日に合わせて栄一帯の清掃ボランティア活動に取り

組んだ多くの協会員の皆さんや名古屋市の皆さんらが見守る中、協会の高山会長と河村

名古屋市長が登壇してオープニングイベントが開催されました。	 

	 続いて協会ビル二階に入居いただいている「認定 NPO 法人レスキューストックヤード」

事務局長浜田さんと「オアシス朝市村」代表よしのさんから来賓挨拶をいただきました。	 

	 	 	 	 

	 整然とした式典はここまで。このあと会場は協会員有志で組織した実行委員会が一年

をかけて練り上げた盛りだくさんのプログラムで終日賑わいました。	 

以下、その一部をご紹介していきます。	 
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	 大型スクリーンを備えた本格的な舞台では「未来ワーキングウエアコンテスト」「ど

まつりひなた」「Kids 防災クイズ」「ポッカレモン消防音楽隊」「チアドラキッズプレミ

アムクラス」、「東海ラジオ公開録音」と、終日密度の濃いプログラムが展開されました。	 

 「未来ワーキングウエアコンテスト」  

     

     

 「どまつりひなた」  
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 「Kids 防災クイズ」  

     

     

 「ポッカレモン消防音楽隊」  
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 「チアドラキッズプレミアムクラス」  

     

     

 東海ラジオ公開録音  

	 行事当日の午後2時からの1時間はステージを使って東海ラジオの公開録音が行なわ

れました。総合司会の深谷里奈さんの進行で、前半は村上欽哉委員長・服部晋明委員の

二人が出題する「名建協のソコヂカラ・クイズ」にメインゲストのエンターテイメント

グループ「祭 nine．」が挑戦し、後半は彼らのミニライヴに場内は大いに盛り上がりま

した。	 

     

	 この日の模様は10月1日(日)午後4時15分から30分間の特別番組として放送され、

改めて名古屋建設業協会の存在意義を広く発信することができました。	 

	 今回の記念行事では東海ラジオ放送、とりわけ須田さん・南部さん・林さん、そして

司会の深谷さんに準備段階から事前告知、本番、後日の放送と大変お世話になりました。

紙面を借りて改めてお礼申し上げます。	 
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○フロアアトラクション  

   記念行事の会場となった「オアシス 21 銀河の広場」フロアでは、子どもたちに大人

気の建設機械や高所作業車の体験乗車、建設現場を再現した記念撮影スポット、名建協

オリジナルヒーロー「5 ヂカラマン」を見つけるスタンプラリー、そして「現場でがん

ばるおとうさん、おかあさん」絵画作品の展示スペースなどが所狭しとレイアウトされ、

子どもたちの歓声が終日絶えませんでした。	 
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ブース交流  

	 日頃から大変お世話になっている名古屋市各局や公益団体・NPO 法人の皆さんと、長

年交流を続ける岐阜県中津川の「七ッ平」や「加子母」の皆さん、そして未来を担う名

古屋市立工芸高等学校の皆さん、名建協の防災・環境委員会などによる多彩なブースが

活発に来場者と交流しました。出展していただいた皆さん、ありがとうございました。	 
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○グランドフィナーレ  

   午後 3 時過ぎから行なわれたグランドフィナーレには、名古屋から世界に羽ばたくア

イドルユニット「dela」の元気なステージと市内港区の富士文化幼稚園児 50 名余りに

よる可愛いい演奏と合唱が繰り広げられ、最後に大会実行委員有志もステージに上がり、

会場と一体となった盛大なフィナーレとなりました。	 
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広報関係  

	 以下の新聞掲載記事・広告以外に協会ホームページ、東海ラジオスポットコマーシャ

ル及び番組内告知、同局ホームページ、｢環境デーなごや 2017」各種広報物、「dela」

ブログなど幅広く事前・事後の広報が展開されました。	 

  

     

 
2017.9.10 中日新聞朝刊市民版広告(縮小)	 

 
2017.9.15 建通新聞全面広告(部分・縮小)	 

	 

 

2017.9.20 建通新聞一面記事（縮小）	 

	 
2017.9.17 中日新聞朝刊市民版記事	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （縮小）	 

2017.9.14	 

建通新聞記事（縮小）	 
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謝辞  

	 今回の行事にご協力・ご後援いただいた皆様方、ご出展いただいた名古屋市各局・友

好関係団体各位と協会委員会をご紹介申し上げ、格別のご高配に改めて感謝いたします。	 

	 

	 <ご協力各位>                                                            (以下、順不同	 敬称略)	 

      名古屋市      ｢環境デーなごや」実行委員会      東海ラジオ放送株式会社  

   <ご後援各位>  

      株式会社中日新聞社      (一社)愛知県建設業協会     

      認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード  

      (公財)なごや建設事業サービス財団         (公財)名古屋市みどりの協会     

         (一社)日本建設機械レンタル協会      (一社)日本造園建設業協会愛知県支部  

        名古屋市立工芸高等学校        学校法人富士文化幼稚園     

      学校法人専門学校名古屋モード学園      東日本建設業保証株式会社  

      名古屋西部ソイルリサイクル株式会社      桜田商事株式会社  

      株式会社トミナガ      株式会社建通新聞社  

   <ご出展各位>  

      加子母むらづくり協議会      認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード  

      オーガニックファーマーズ朝市村     名古屋市立工芸高等学校     

      名古屋市上下水道局広報サービス課     名古屋市住宅都市局耐震化支援室     

      名古屋市防災危機管理局危機対策室     名古屋市市民経済局地域安全推進課  

      (公財)なごや建設事業サービス財団     名古屋市観光文化交流局ナゴヤ魅力向上室  

      名古屋市緑政土木局技術指導課     名古屋市東山動植物園     

      (一社)日本建設機械レンタル協会      (一社)日本造園建設業協会愛知県支部  

      (公財)名古屋市みどりの協会     なごや外来種を考える会  

      (一社)名古屋市建設業協会環境委員会      (一社)名古屋市建設業協会防災委員会  

  

	 最後にプロ・アマを問わずステージにご出演いただいた全ての皆様、総合司会を務め

てくださった深谷里奈さん、協会理事・会員・名研会・実行委員の各位に重ねてお礼申

し上げます。そしてこの行事の主役であった子どもたち、市民・県民の皆様方、本当に

ありがとうございました！	 皆様の期待と応援が私たちの次の 10 年の心の支えです。	 
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